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電気通信大学　平成19年度シラバス

授業科目名 科学的実在論の可能性

英文授業科目名 Is Scientific Realism possible?

開講年度 2007年度 開講年次 ３年次

開講学期 前学期 開講コース・課程 昼間コース

授業の方法 単位数 2

科目区分 総合文化科目-上級科目-テーマ別セミナー

開講学科・専攻

情報通信工学科
情報工学科
電子工学科
量子・物質工学科
知能機械工学科
システム工学科
人間コミュニケーション学科

担当教官名 武笠　行雄

居室 東１－８０４

公開E-Mail 授業関連Webページ

mukasa@bunka.uec.ac.jp 　

【主題および達成目標】

(a) 主題：科学哲学の基礎文献の講読

 

 

 

(b) 達成目標：２０世紀の科学哲学の諸問題について理解を深める。

【前もって履修しておくべき科目】

なし

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

哲学Ａ

【教科書等】

なし。講読資料はコピーで配布します。
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【授業内容とその進め方】

(a) 授業内容

 

 

 

　第１回：ガイダンス（第１回リポート課題）

 

 

 

　第２～１４回：カール・ポパー『推測と反駁』の一部の講読

 

 

 

　第１５回：まとめ（第２回リポート課題）

 

 

 

 

 

 

 

(b) 授業の進め方：

 

 

 

　セミナー形式を採りながら講義を適宜併用して進める。

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

(a) 評価方法：

 

 

 

　成績評価　毎回の出席点 100％

 

 

 

(b)評価基準

 

 

 

　最低達成基準：７０％以上の出席を評価され（セミナーに積極的に参加）、かつ、第１　　　　　　　
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　回および第２回リポートが受理されていること。

 

 

 

【オフィスアワー：授業相談】

適宜相談に応じるが、メイルで事前に予約を取ること。

 

 

 

【学生へのメッセージ】

本学の他の少人数セミナー科目と同じく、蛸壺型の知識の習得は求めない。自らの専門分野とその背景に

対する知的好奇心に満ちた学生諸君には容易なセミナーとなろう。

【その他】

履修希望学生が３０名を越える場合には、セミナーを維持するために第１回リポートの内容に基づいて履

修制限を行うことがある。


